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固体レーザーの高出力化において，レーザー媒質中の発熱は熱レンズ効果や熱複屈折によるビ

ーム品質の劣化を引き起こし，高出力化を阻む最大の要因となっている．さらに Yb:YAG のよう

な準三準位レーザー材料では発振効率の著しい低下を招く原因となる．このような熱効果の低減

を目的として，レーザー活性イオン添加材料と無添加材料を一体化し，添加材料で生じた熱を無

添加材料に効果的に排熱できる複合構造レーザーが報告されてきた．複合構造レーザーの多くは

拡散接合を用いて作製されているが，高温プロセスのため熱膨張係数の異なる異種材料の接合が

困難であり，使用できる材料が制限されていた．我々は最近，新たな手法として常温接合[1]を用

い，無添加材料として YAG を使用した複合構造 Yb:YAG および Nd:YAG レーザーを作製し，レー

ザー発振に成功した[2, 3]．今回，無添加材料として 2000 W/mKの高い熱伝導率を持つダイヤモン

ドを用い，異種材料複合構造 Yb:YAGレーザーの作製を行った． 

常温接合プロセスの最適化を行った結果， Yb:YAG 結晶（3 mm×3 mm×0.6 mmt）とダイヤモ

ンド（3 mm×3 mm×1.5 mmt）との接合に成功した（Fig. 1）．ただし，接合界面の一部に干渉縞

が見られた．励起光源として波長 940 nmのファイバー結合半導体レーザーを用い，無コートのま

まダイヤモンド側から励起し，擬似 cw発振に成功した．入出力特性を Fig. 2に示す．スロープ効

率は最大で 6.0 %であったが，入出射端面にコーティングを施すことで効率向上が見込まれる．  
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Fig. 1 Yb:YAG/Diamond composite structure 

 

 

Fig. 2 Laser input-output characteristics. 
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